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カフカのテクスト『失跨者」（ルノＷｂＭｌ０ﾙ"c）
における「お見通し｣発言＊
その共感的機能をめぐって
西嶋義憲
０．はじめに
フランツ・カフカ（FranzKafka）の作品の会話には「お見通し」発言
(durchschauendeAu6emng）と呼ばれる特異な形式の発話が認められるこ
とがある（Nishijima2005)。「お見通し」発言とは、通常、直接には知り
えない対話相手の思考内容を話者が断定的に表現するものであり、多くの
場合、相手より優位な立場にあることを誇示し、交渉を有利に進めるため
の手段として機能する。このような機能をもった発言は、主人公が権力を
めぐる戦いを行なう「訴訟」の”Ｐ'Ｍ/0）と「城』のczsSchJq/8）の２長編
作品において、その効果的な使用が確認されている（西嶋2009,2009a)。
では、もう1編の長編作品である『失畭者』のeγVbMjo此"C）においても
その使用例が認められるであろうか。本稿は、「お見通し」発言と見なし
うる形式を備えた表現が『失跨者』においてもある特定の場面で顕著に使
用されるが、しかし、それは他の２長編作品とは異なり、共感的機能をも
つことを例証する。
１．「お見通し」発言とは
１．１．人称制限
本節では、「お見通し」発言について説明する。「思う」という思考動詞
を使った３文を比べてみよう。
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私はこの論文が受理されると思う。
*太郎はこの論文が受理されると思う。
*お前はこの論文が受理されると思う。
－４９－
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(1)は問題ないが、(2)と(3)は何か奇妙な文だと感じられるはずである。思考
動詞など、主観を表す述語について、通常、一人称、すなわち発話者自身
が主語の場合は、問題ない。ところが、対話相手が主語となる二人称やそ
れ以外の人物に言及する三人称が主語となる場合、非文法的な文（非文）
となる（アステリスク（*）は慣用として非文を表わす)。日本語では、自
分以外の人物の内面世界を直接的に表現することには強い制限がかかる。
これを人称制限と呼ぶ（益岡1997,ザトラウスキー2003)。ただし、疑問
文の場合や推量表現を伴う場合には、そういった制限は受けない。
では、上記例文に対応するドイツ語文(4)(5)(6)はどうであろうか。
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Ichdenke,dassdieseArbeitangenommenwird・
Hansdenkt,dassdieseArbeitangenommenwird．
?Dudenkst,dassdieseArbeitangenommenwird．
平叙文の場合、(4)と(5)は文法的であり、まったく問題なく発話可能であ
る。一般にドイツ語や英語などの西欧言語には日本語と違って人称制限は
基本的に存在しない、。ただし、文法的な人称制限はないとはいえ、ネイ
ティブの判断によっては、（6)は不自然な表現とみなされることもあるだろ
う。目の前にいる相手に向かって、その内面世界をあえて述べること白体
が奇妙なことだからである2)。
ところが、(6)のような、対話相手の内面世界について断定的に言明する
発話がカフカのテクストで使用されていることが指摘されている。『判決ｊ
のａｓＵ１１,tcj/）の分析例を見てみよう。この作品の前半部において弱弱しく
描写されていた父親が、後半部になると突如として元気になり、それまで
優位にあるように叙述されてきた息子のゲオルクを自分の支配下におこう
とする場面がある。その場面において、つぎの下線部のように、父親が息
子に対して、息子の思考内容を断定的に叙述する：
,,Bleib,ｗｏｄｕｂｉｓｔ・Ichbrauchedichnicht1Dudenkst,ｄｕｈａｓｔｎｏｃｈｄｉｅ
Kraft,ｈｉｅｒｈｅｒｚｕｋｏｍｍｅｎｕｎｄｈｉｉｌｔｓｔｄｉｃｈｂlo6zuriick,weildusowillst．
…“の'wchcz〃LcbzCj剛,Ｓ､５８．下線による強調は論者による。以下
同様)3）
5０－
カフカのテクスト「失院者」（比γＶｂＭｊ０此"e)における「お見通し」発言
参考のために日本語訳を挙げておく４）
｢そこにじっとしているがいい、わしはおまえなど要らない！おまえ
は、じぶんにはここへ来る力がまだある、自制しているのは自分がそ
う望んでいるからだ、と思っている。……」（円子訳「判決此４３）
このように、相手の思考内容を断定的に言明する表現が使われるのは、多
くの場合、相手との力関係が問題になっている場面であり、相手に対して自
らが優位にあることを誇示する手段として利用されている。そのような発言を、
｢お見通し」発言（durchschauendeAu6erung）と呼ぶ（Nishijima2005)。
１．２．戦略としての相手の思考内容の断定的提示
「お見通し」にかかわる表現が使われている別の例を見てみよう。
カフカ作品で描かれる登場人物間の人間関係では、権力や支配力、優位な
立場などが重要な関心事であることがある。たとえば、「城』（DCzsSchM）
｢３Frieda」につぎのような箇所がある：
,,IchweiBnichtwasSiewollen"，sagtesieundinihremTonschienen
diesmalgegenihrenWillennichtdieSiegeihresLebens，sonderndie
unendlichenEnttiiuschungenmitzuklingen，，,wollenSiemichvielleicht
vonmammabziehen？DulieberHimmel1“ｕｎｄｓｉｅ［Frieda］schlugdie
Hiindezusammen．，,Siehabenmichdurchschaut",ｓａｇｔｅＫ・ｗｉｅｅｒｍＵｄｅｔ
vonsovielMi6vertrauen,,,geradedaswarmeinegeheimsteAbsicht・Sie
solltenKlammverlassenundmeineGeliebtewerden・Undnunkannich
jagehn、Olga!“riefK.,,,wirgehnnachhause.“のαSSCﾊﾉq/8,Ｓ､６４．補
足は論者による）5）
参考のために日本語訳を載せておくい：
｢どういうことをお望みなのか、わたしにはわかりかねますわ」と、
フリーダは言ったが、その声の調子には、彼女の意志とはうらはらに、
自分のこれまでの人生の勝利ではなく、’よてしない幻滅と失望のひび
きがまじっているようにおもわれた。
－５１－
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｢ひょっとしたら、わたしをクラムから引きはなそうというおつもり
なんでしょう。ひどい人ね」そう言うと、彼女は、両手を打合せた。
｢見ぬかれてしまいましたね」と、Ｋは、多くの不信に疲れはてたと
でもいうような口ぶりで、「それこそ、わたしのひそかな狙いだった
のです。あなたは、グラムを棄てて、わたしの恋人になってください。
さあ、これだけ言ったら、もう出ていきます。オルガ！」と、Ｋは叫
んだ。「家へ帰ろう」（前田訳『城」：４７）
この場面で、Ｋはフリーダに自分の意図を指摘され、下線部の発言でそ
れを認めることになる。この時点で優位な立場にたったのは、相手の意図
を指摘したフリーダである（vgL辻1971)。このように、支配力ないし指
導力の所持を示唆する際に、相手の考えなどを「見通し(durchschaut)」
ていることが重要な要素になっている可能性がある。もしこの論点が正し
いとするなら、カフカ作品では相手の思考や心理を見通していることを指
摘したり示唆するような発言が支配関係を宣言するために使われているか
もしれない。
１．３．先行調査
このような仮説を検証するために、いくつかのカフカ作品を調査してき
た。これまで対象としたのは次の作品である。（）内に提示きれている
文献では当該作品の分析がなされている：
断章（MzcAgCﾉﾋzssc"CSC〃γ城〃〃"dDCZg7w"蛇ｊＺＳ､358）（西嶋2004）
『判決」（DqMﾉｸfcj/）（Nishijima2005）
『流刑地にて』(1)z(たγSZ7zI/ＭＭｊｃ）（西嶋2008）
『火夫』（〃γHbjzcγ）（西鴫2008a）
『変身」のｊｃＶｂ'ｗα"伽'29）（西鴫2008a）
『城』のczsScA/qβ）（西嶋2009）
『訴訟」の”DOCGβ）（西嶋2009a）
上記の作品すべてにおいて「お見通し」発言が認められるわけではない。
｢火夫」と『変身』には「お見通し」発言の使用例は確認できなかった。こ
れらの２作品は、「判決ｊを含めて－つの作品集にまとめられる可能性が
－５２－
カフカのテクスト『失院者」（αγﾘﾉｾﾊＣＭ彫"c)における「お見通し」発言
あった（Binderl975)。その意味で、この３者には内容的にまた構造的に
関連があると予測し、調査を試みた。しかし、この２作品にはその使用例
は見出せなかった（西嶋２００８ａ)。
また、｜｢火夫」と「変身』を除いて、これらの作品の調査から、明確に
｢お見通し」発言が人間関係における支配力所持（獲得）の誇示として使
用されている作品もあるが、そうではないものもある。たとえば、「断章」
がそれである。そこでは、話を予期したのとは違った方向へ展開させる技
法の試みが認められる。とはいえ、それ以外の作品を見る限り、「お見通
し」発言が基本的に支配力の明示手段として使われる傾向にあると述べて
もよかろう。
２．調査方法
本稿では「失院者』を対象に「お見通し」発言の使用例を調査する。使
用するテクストは批判版の『失畭者」である。「お見通し」発言として今
回の調査の対象となるのは、〃0比〃という意志に関わる助動詞と、ｇｌＺｚ"6c〃
や｡‘"AFC〃といった思考動詞である。これらの助動詞ないし動詞の直説法
現在形が二人称主語と結合した文、しかも叙述文のみを対象とする（疑問
文や命令文は対象外)。また、推量といったモダリテイにかかわる副詞
(たとえば"ﾉﾙﾉcAtやz(ﾉoﾉＭなど）を含む場合は、それも対象外とする。断
定していないからである。
したがって、つぎのような要件をみたした発話が対象である：
話法の助動詞o(ﾉ0比〃・思考動詞gﾉZlwbc〃とc泥"彫〃を定動詞とする平叙
文。
二人称主語（｡〃もしくはＳｊｃ）を主語とする。
推量を表わす副詞を含まない。
テクストは下記の批判版を使用した。
FranzKafka：αγVI2応cho此"e・HerausgegenvonJostSchillemeit，
KritischeAusgabe,FrankfurVM.:FischerTaschenbuchVerlag,2002.
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３．結果と考察
上記の調査を実施した結果、５例が該当することがわかった。以下に提
示するのは、ロビンソン（Robinson）とカール（KarlRo6mann）の会話
に出現する例である。それらの例はすぺて、ドラマルシュ（Dramarche）
によってブルネルダ（Bmnelda）のところに連れてこられ、ロビンソンと
同様に召使（Diener）のような身分に成り果てた際の会話である。この二
人はほぼ同程度の地位ないし役割なので、力関係に差はないようだ。その
ためであろうか、ここで使用されている「お見通し」発言は、他の多くの
作品のように自らの優位`性を示そうとするのではなく、むしろ逆に、相手
への深い理解や共感を提示しているように解釈できる。では、具体的に見
ていくことにしよう。その際、参考のために、日本語訳を併記しておく７１。
３．１．ロビンソンとカール
まず、ロビンソンがカールに何も食べる意志がないことを断定的に表現
する文が認められた。
Duwillstaberreingarnichts．（S､299）
日本語訳：
お前さん、なんにもいらないんだな。（千野訳：174）
この発話での〃o此〃は、助動詞としてではなく、本動詞として使用さ
れている。しかし、要求や願望を示しているという点では、思考内容を表
現している。その点で、形式的に、これも「お見通し」発言の例とみなし
てよかろう。心態詞（Partikel）のαbeγの扱いが問題になるが、一種の強
調と考え、ここではさしあたり無視しておくことにする。
この場面では、バルコニーに追いやられた二人が会話をしている。「お
見通し」発言は、カールが何も食べようとしないことを確認するために使
用されているようだ。
３．２．カールとロピンソン
今度は、カールがロビンソンに対して「お見通し」発言をする場面で
ある。
－５４－
カフカのテクスト「失院者」（ルァＶｂＭｍ此"e)における「お見通し」発言
,,A1soLeuten,dieDichzumNarrenhalten,glaubstDu,undLeuten,ｄｉｅｅｓ
mitDirgutmeinen,glaubstDunicht.“（Ｓ313）
日本語訳：
「それじゃ、あんたのことをばかにしている人たちのいうことは信ず
るけど、あんたのことを心配している人たちのことは信じないんだね」
(千野訳：183）
卯"Ｍは思考動詞である。したがって、対話相手の考えている内容を
表出することになる。しかも平叙文で、断定している。これも、「お見通
し」発言の例とみなしてよかろう。文頭のＡｌｓｏであるが、これは以前の
話をまとめて帰結を導く副詞なので、この発話を「お見通し」発言と見な
す判断には影響がなかろう。
カールがロビンソンをよく理解しようとして、その態度を確認している
発言と理解できる。
３．３．カールとロビンソン
カールによる「お見通し」発言はさらに続く。あたかも追い討ちをかけ
ているかのようである。
,,…Duaberdenkst,weilDuderFreunddesDelamarchebist,ｄａｒｆＳｔＤｕ
ihnnichtverlassen・Dasistfalsch,wennernichteinsieht,wasfijrein
elendesLebenDufUhlst,sohastDuihmgegeniibernichtdiegeringsten
Verpflichtungenmehr.“（S,314）
日本語訳：
「……でもあんたはドラマルシュが友だちだから、見捨てられないと
考えてるんだろ。それが正しくないのざ。ドラマルシュが、あんたが
どんなみじめな生活を送っているか認めないなら、彼に対してつめの
あかほどの恩義を感じることだってないさ」（千野訳：183-4）
。‘"んc〃という思考動詞が使用されている。まさに相手の思考内容を断
言している。思考内容を断定的に表現するだけでなく、その後のコメント
－５５－
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で、その中身も間違っていることを指摘している。カールは相手の考えが
違っていることを指摘し、その考え方を改めるよう助言しているようであ
る。
なお、この発話のabcγであるが、これも上節３．１．と同様に強調表現
とみなすことができるだろう。
３．４．ロビンソンとカール
二回も続けてカールによって「お見通し」発言を使用されたロビンソン
は、「お見通し」発言によって相手が自分のことをよく理解してくれてい
ることを再確認しようと試みる。
,,Ｄ〃９ｍ"bsjalsowirklich,RoBmann,da6ichmichwiedererholenwerde，
wennichdasDienenhieraufgebe.“（S,314）
日本語訳：
「ロスマン、おれがここの仕事をやめたら、また元気になるって、本
当にそう思うのかい？」（千野訳：184）
この発話のczZsoであるが、それに続くｏ(ﾉﾉ戒"cﾉﾉとの関連で、この「お見
通し」発言という断定的形式の発話では、自分の理解が正しいことに確信
をもとうと試みているように思われる。そのような発話に対して、カール
はその理解を肯定し、次のように言う。
,,Gewiss",sagteKarl．
日本語訳：
「もちろん」と、カールはいった。（千野訳：184）
これにより「お見通し」発言の内容を肯定している。この肯定的応答に
対して、ロピンソンはさらに確信を得ようとして、疑問に付すが、それは
直ちにカールによって念押しされることになる。
,,Gewiss?“fragtenochmalsRobinson、
－５６－
カフカのテクスト『失院者」(仇ｊＷｂＭｉＯ此"e)における「お見通し」発言
,,Ganzgewiss",sagteKarlliichelnd．
日本語訳：
「きっとだね？」と、ロビンソンはもう一度ききかえした。
「絶対間違いないさ」と、カールは笑いながらいった。（千野訳：184）
このような連鎖によって、理解を相互に確認し合い、共感を提示しあっ
ている、と解釈可能である。ここでの「お見通し」発言はそのきっかけと
なっていると理解することができる。
３．５．ロビンソンとカール
続けてロビンソンがカールに「お見通し」発言をする場面である。
Duglaubstalso，ｓｉｅｋｉｉｍｍｅｒｔｓｉｃｈｕｍＤｉｃｈｎｉｃｈｔｕｎｄｒollstDeinFa6
weiter．（Ｓ317）
日本語訳：
つまりお前は彼女はお前のことなんか気にしてないと思って、樽をゴ
ロゴロころがしていく。（千野訳：186）
たしかに、これは、ロビンソンとカールの直接的な会話ではない。ロビ
ンソンが自分の経験に基づいて、カールの行動を推測して描いている。し
かし、ロビンソンの予測のなかで、カールの思考とそれに基づく行動が断
言されているという点で「お見通し」発言とみなしてもよかろう。しかし、
その機能は、相手より優位にたとうというものではなく、アドバイスをし
ようとしているように解釈できる。
３．６．共感機能としてのお見通し発言？
形式的に「お見通し」発言と見なされる表現は、他の２長編作品と同様
に、『失院者」においても認められた。しかし、それが出現するのは、ほ
ぼ同じような状況に置かれているカールとロビンソンのやりとりに限られ
ている。しかも、その機能は、他の作品にしばしば認められるような、相
手より優位な位置にあることを誇示するというものではなく、むしろ、相
－５７－
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手を思いやり、深い共感を示す機能をもっているようである。この違いは、
｢失跨者」が他の２長編作品「訴訟』と「城』とは、その赴きを異にしてい
ることに起因していそうである。
よく知られているように、『訴訟』と『城』では、主人公は、出会うさま
ざまな人物を利用して権力と戦おうとする姿が描かれているが、『失畭者』
では、むしろ与えられる状況をあるがままに受け入れ、その中で順応して
いこうという姿勢が強く見られる（Kruschel974,富山1980)。社会の最
底辺ともいうべき地位にいる主人公カールとロビンソンは、権力をめぐっ
て戦うのではなく、何とか協力しながら生きていかざるをえないからであ
る。そのような境遇で使用される「お見通し」発言は、他の作品とは自ず
とその役割が異なるのは自然なことである。
４．「お見通し」と見ること
４．１．「お見通し」発言と見通していること
「お見通し」発言は、定義により、相手の考えていることがよくわかっ
ている、すなわち見通しているということを相手に断言する行為である。
それによって、多くの場合、相手より優位な立場にあることを表明し、相
手を支配しようとする試みである。また、本稿では、それとは異なる用法
として、相手への共感を示す使用例も確認された。
ところで、つぎの発話は、形式上、「お見通し」発言ではないが、それ
と同様にその支配力を誇示するためのものと理解できる：
,,…Ichtuezwarmanchmalso,alsobichnichtaufPa6te,aberDukannst
ganzruhigsein，ichwei6sehrgenau，wermichgrii6todernicht，Ｄｕ
Liimmel."(S､226）
日本語訳：
「……ぜんぜん気をつけていないようなふりをちょくちょくしておる
が、誰が挨拶をし、誰がしないかはちや_んと分っているから安心す
るがいい。礼儀知らずだな、お前は｣。（千野訳：132）
相手の行動をよく理解していることを提示することにより、相手より上
位にあることを宣言している。これは、「お見通し」発言の機能の一部を
－５８－
カフカのテクスト『失院者」（αγＶｂＭｍ此"e)における「お見通し」発言
説明していると解釈可能である。
同様に、つぎの発言も相手の考えを見通すことが人間関係において重要
な働きをもつことを示す例である。
DerObelportier,dervortratundsichzumZeichendessen，da6ervon
Anfanganallesdurchschauthatte,lautaufdieBrustschlug,ｗｕｒｄｅｖｏｍ
OberkellnermitdenWorten：，,JaSiehattenganzrechtFeodor1“
GleichzeitigberuhigtundzurUckgewiesen．（S,241）
日本語訳：
すると門衛長が進み出て、彼には初めから凡てがお見通しであったと
いうしるしに自分の胸をどんとたたいたが、ボーイ長の「そうとも、
全く君のいうとおりだよ、フェオドール」という言葉になだめられ、
うしろにひきさがった。（千野訳：140）
見通すことを表わす。""〃schα"e〃という動詞が使用されている。人間
関係や力関係において見通すことが重要な機能をもつことがわかる。
４．２．見ることの重要性
ところで、相手の内面世界を見通すこと、そしてそれを断定的に言明す
ることが人間関係での位置づけに重要な要素であることは言えそうだが、
実際に「見る」に相当する動詞scM0を用いた、思考内容を表わす「お見
通し」発言の一種のバリエーションとみなされそうなものもある。その例
を以下に挙げよう。上位者による下位者へ向けた発言である。
門衛長（Portier）はカールの上司である。門衛長が、カールに向かって
発言している。
,,JetztsiehstDu,wohineinsolchesBenehmenfUhrt",sagtederPortier，
derwiederganznahezuKarlzurUckgekehrtwar.…（Ｓ228）
日本語訳：
「そういう態度をとってるとどうなるか、やっと分ったな」と、再び
カールのうんと近くまでもどってきた門衛主任がいって、あたかもボー
－５９－
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イ長が彼の復讐の代理人であるかのように、まだ新聞を読んでいるボー
イ長を指さした。（千野訳：133）
動詞のsjcAstは後続する副文を目的節にしている。副文に表現された内
容を、相手も了解していることを断言している。その点で「お見通し」発
言と同様の機能を果たしているといえよう。
４．３．見ることと見られること
見ることと関連して、見られる側の問題もある。見る人物がいるなら、
当然のことながら、見られる人物もいるわけである。見られることは人を
不安にさせるようである。「失除者」につぎのような場面がある。
,,Sie,jungerMann",h6rtesichKarlpl6tzlichangesproChen,"k6nntenSie
sichnichtanderswoaufStellen？IhrHeriiberstarrenst6rtmich
schrecklich.…"．（S,343）
日本語訳：
「ねえ、そこの若い人｣、カールは思いがけず呼びかけられるのを耳に
した。
「すまないけど、どこか他のところに移ってくれません？そこでじっ
と見ていられると、ぼくにはとても気になるんでね。..…･」（千野訳：
200）
下線部は、見られることが妨げになっていると述べている。見ること見
られることが、人間関係に大きな影響がありうることが確認できる。
これまでは、「お見通し」発言という言語形式に注目するあまり、その
発言自体とそれを発する人物に関心の中心があった。そこでは、見通され
る側の心理は考慮されていなかった。したがって、今後の課題は、見通さ
れる側の心理も含めた検討が必要となろう。見られることによって、相手
からどうも自分の考えが見通されている、見透かされていると意識したと
たんに、優位'性や支配力がなくなることもあろう。あるいはまた、見られ
ることによって、理解してもらえているという意識になるなら、相手に対
して共感を覚えることになろう。このようなことから、たとえば、直接的
－６０－
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なコミュニケーション行動に加わっていない登場人物の役割というのが分
析の視野にはいってくる。すなわち、『訴訟』における窓から見ている人
たちの役割である。これを「お見通し」発言の変奏と捉えることができる
だろう。
５．おわりに
本稿では、『訴訟』や『城」という長編作品と同様に、『失畭者ｊにおい
ても、形式的に「お見通し」発言と見なしうる用例が認められることを確
認した。ただし、他の長編２編とは異なり、戦略的に自分の力を誇示し、
対人関係を有利するための「お見通し」発言ではなく、むしろ、相手を深
く理解していることを示す共感的機能をもっていることが明らかになった。
ロビンソンとカールのやり取りにおける、そのような「お見通し」発言の
使用は、両者の社会的な弱者としての境遇を背景にしているといえる。こ
のよう例が示しているように、相手の考えを見通すことは、相手を支配下
におこうとするだけでなく、相手への思いやりを示す手段にもなり、その
機能が多面的であることがわかった。今後は、その他の作品を分析してい
くことで、同じような用例を確認することが必要となろう。
また、本稿では、「お見通し」発言のバリエーションとして、知覚動詞
のsche〃の使用例を見た。これも「お見通し」発言と同等の機能を果たす
ことがわかった。これについても、さらに追究していく必要があろう。
注
＊本稿は、草稿段階において、カフカ研究会の野口広明氏（九州産業大学）と古川昌
文氏（広島大学）から多くのご助言をいただいた。記して感謝する。
l）なぜ人称制限が日本語にあって、英語やドイツ語などの西欧言語に存在しないのか
という問題は興味深いが、ここでは立ち入らない。この問題については、たとえば
甘露（2004）が視点と関連づけて論じている。
2）フランス語について、東郷（2002）が同様の指摘をしている。
3）FranzKafka:DwcADez〃此bzejね"、HerausgegebenvonWolfKittler,Hans-GerdKoch
undGerhardNeumann,KritischeAusgabe,FrankfUrt/Ｍ:FischerTaschenbuchVerlag，
2002.
4）円子修平訳『判決』（決定版カフカ全集１）、新潮社、1980,35-45.
5）FranzKafka:ＤｑｓＳｃﾉﾘﾉqβ・HerausgegebenvonMalcomPasley，KritischeAusgabe，
FrankfUrt/Ｍ､:FischerTaschenbuchVerlag,２００２．
６）前田敬作訳「城』（決定版カフカ全集６）、新潮社、1981.
7）千野栄一訳「アメリカ」（決定版カフカ全集４)、新潮社、1981。
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西嶋義憲
なお、この千野訳は批判版ではなく、Brod版を底本にしている。
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，,DurchschauendeAuBerungen“
ｉｎＫａｆｋａｓＤ〃Jノセハc〃o此"c
-EineAnalyseihrerempathischenFunktion-
YoshinoriNISHUIMA
InKafkasNovelｌｅＤａｓＵ)'tUj/ｚ・BistdiefOlgendeAuBerungzufinde､：
Dudenkst，ｄｕｈａｓｔｎｏｃｈｄｉｅＫｒａｆｔ，hierherzukommenundhiiltst
dichblo6zuriick,weildusowillst、の'wchez〃Lebzej伽,Ｓ５８）
DieseAul3erungscheintsehrseltsａｍｚｕｓｅｉｎ，weilsiedieGedankendes
H6rersinSatz-FormdeszweitenPersonalpronomensdirektihmgegeniiber
ausdriickt、EsistnichtUblich,dassderSprecherdemH6rerdirektsagt,was
derletzteredenkt・Dakannmanaberannehmen,dassdieseungew6hnliche
Auj3erungals，,durchschauendeAuBerung“strategischbenutztwird，umdie
MachtdesSprechersgegeniibｅｒｄｅｍＨ６ｒｅｒｚｕｚｅｉｇｅｎｕｎｄｉｈｎｚｕｈｅｒｒschen
(Nishijima2005)．DasZieldervorliegendenArbeitistes,dieHypothesezu
iiberprUfen，ｏｂｄｉｅ，,durchschauendenAu6erungen“indenDialogendes
RomansDjc腕応cﾉjo此"esoeffektivwieindenanderenTextenKafkasbenutzt
werden,umdieUberlegenheitdesSprechersgegeniiberdemH6rerzuzeigen・
AlsResultatderAnalysedesTextessindeinigeBeispielezunennen,die
fbrmalals,,durchschauendeAu6erungen“betrachtetwerdenk6nnen．Ｓolche
Au6erungenwerdentypischerweiseindenDialogenzwischenKarlRoBmann
undRobinsonfestgestellt，dieimTextgleichesozialniedrigeStellung
besitzen、ＤｕｒｃｈｄｉｅｎｉｈｅｒｅUntersuchungdesGebrauchsderSiitzeim
Kontextwurdefestgestellt，dassjedeAuBerungjeweilsindirekteroder
indirekterWeisedieEmpathiedesSprechersdemH6rergegenUberzeigen
kann,andersalsindenanderenTextenKafkas．
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